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乗車位置がいまだに不明 

 行動することで少しずつわかってきた人も 

 亡くなった肉親の「最期を看取れなかった」

という無念さ、事故原因を JR 西から説明され

ない辛さ、事故から 11 ヵ月が経過して、心の

なかで思いが増幅することがあっても、「やす

らぎ」には程遠い、という遺族が多いのでは

ないでしょうか。 

 犠牲者の写真や着衣の情報を、警察・消防・

救助に当たってくださった市民に見てもらい、

尋ね歩くことで、少しずつですが乗車位置な

どの事実が判明しています。たいへん困難な

活動ですが、今後も粘り強く続けていきまし

ょう。 

 マスコミの膨大な未公開の写真の中から、

偶然息子さんの映像が見つかった例もありま

す。また、服装が遺体を搬出した人たちの記

憶に残っていて、乗車車両が判明した例もあ

りました。 

 「自分の足で動いたら、小さな情報でも手

がかりが見えてくる」。乗車位置を探し続けて

いる人たちの言葉です。 

 何両目かはわかっているけど、もっとくわ

しい情報を知りたい、と思っておられる方は

ご連絡ください。 
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ホームページ http://www.4-25.net/ 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

まもなく一周忌。「初盆以後の費用は負担しません」、頑として言い張る JR 西日本。もし個人が交

通事故などで人を殺した場合は、全財産を投げ出し、さらに一生かけて償いをする人もいます。JR

西日本は自社の保険金の範囲でしか賠償しない、とでも思っているのでしょうか。 

４月 25 日は、遺族・負傷者・ボランティアでつくる「思いをつなぐ連絡会」が、朝から晩まで、

いろんな企画を準備中です。記事をお読みのうえ、ご意見をお寄せください。 
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3 月例会のご案内 

日) 午後 1時開場 
1 時 15 分開始 4 時 30 分終了 

塚ソリオ２」４階 

0797-86-4006 阪急宝塚駅すぐ 
科会は別室です。心のケア分科会に

ラーが、全体会には弁護士や医師が

参加されます。 
弁護士・税理士・司法書士・カウン

々の相談もできます。 

科会だけ参加してみようかなと

護士や税理士に相談したいだけ

、どうぞおいでください。 

会は、当面、「宝塚ソリオ２」４階

画センターを会場にします。お子さ

レイルームもあり、ボランティアの

の保育を担当しています。 

んをお連れの方は、なるべく事前に

年齢と人数をご連絡ください。 

定 

4 月 16 日、5 月例会は 5 月 21 日、場

塚ソリオ２です。ホームページにもお
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載しています。 



事故から 1年追悼行事の取り組み 

幅広い層のボランティアが参加 

 4 月 25 日の「事故から 1年・追悼と安全の集い」

の取り組みは日を追って具体化しつつあります。 

 追悼の式典は午前 9 時から。尼崎のアルカイッ

クホール（阪神尼崎駅から 5 分 、 電話

06-6487-0810）で。 

一般市民や犠牲者の友人・負傷者たち・ボラン

ティアを中心に結成された、「思いをつなぐ連絡会

―4月 25 日から 1年」実行委員会は、 

「沿線ネットワーク」として、 

� 当日の朝から福知山線の各駅頭で、「空色

のリボン」を配って“事故を忘れないで”

の想いを伝える。 

� 駅頭で鳥をかたどったメッセージボード

を乗降客につくってもらう。 

� 兵庫県下の仏教会・キリスト教会などの

宗教関係に申し入れし、9 時 18 分にあわ

せて鐘を鳴らしてもらう。 

� 午後 5 時ころ（予定）から阪急宝塚駅構

内で「たそがれコンサート」を開催する。 

また、夜は同じアルカイックホールで、「追悼と安

全の夕べ」（仮称）を開催。内容は、 

¾ 弦楽五重奏 

¾ ピアニストで事故の負傷者でいらっしゃ

る阪本朋子さんの演奏とお話 

¾ 中国音楽（二胡）の演奏 

¾ ゴスペルの演奏 

¾ 事故当日・救助に参加してくださった市

民・消防隊員・日本スピンドルの社員の

方々などに出席してもらいお礼を述べる。 

¾ 遺族・負傷者・友人知人の方がこの 1 年

の思いを語る。 

¾ 司会は落語家の桂あやめさん 

など、企画が盛りだくさんです。 

「参加してよかった」と言ってもらえるような、

心に残る『集い』にしたい……全体の演出を担当

してくださる玉井敬友さんの言葉です。 

今後、内容の充実とともにカンパ集めにも頑張

っていきます。 

 

例会で何人かの出席者から新井満さんの歌を聞

きたいとのご希望がありましたのでご紹介しま

す。４月 25日の「集い」でも歌われる予定です。
 
千の風になって    

私のお墓の前で 泣かないでください 
そこに私はいません 眠ってなんかいません 
千の風に 
千の風になって 
あの大きな空を 
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秋には光になって 畑にふりそそぐ 
冬はダイヤのように きらめく雪になる 
朝は鳥になって あなたを目覚めさせる 
夜は星になって あなたを見守る  
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議事概要つくるなら正確なものに 

JR 西主催地区別懇話会 

 1 月下旬、5 ヵ所で開催された地区別懇話会の

「議事概要」が、JR 西から届けられましたが、「私

の発言は、JR西日本に都合が悪いと思われたのか、

掲載されていない」などのご意見が寄せられてい

ます。単に箇条書きにおわり、遺族・負傷者の涙

ながらの訴え、心の叫びが伝わる文書ではありま

せん。 

世話人会で手に入った議事録だけですが、今後

お届けします。 
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